
貝塚市 事業者向けワークショップ 議事録 

１．実施概要 

事業者の意識や事業活動に係る温室効果ガス削減についての意見交換等を目的として、

市内の事業者を対象としたワークショップ（12月 4日）の開催支援を行った。以下にワーク

ショップの開催概要と参加者からのご意見を示す。 

表 1 第 1回事業者向けワークショップ 

■開催概要

日  時 令和 5年 12月 4日(月)15:00～17:00 

場  所 貝塚市市民福祉センター 6階 多目的ホール 

出 席 者 対象地域 貝塚市域内 

（9事業者 14名） 

関係者 貝塚市環境衛生課 

主な内容 ◆情報提供 

（1）事業者に求められる地球温暖化対策の取組について 

（2）パナソニックエナジー株式会社様の取組紹介 

◆意見交換会 

実行計画および地球温暖化対策に向けた取組に係る意見交換 



■ワークショップ開催と頂いたご意見

議  題 頂いたご質問・ご意見 

◆情報提供 



事業者に求められる地球温暖化対策の取組について 

パナソニックエナジー株式会社様による取組事例の紹介 

◆意見交換  自社の取組で 2022年度は 2013年度比で約 40％削減することができた。

再生可能エネルギーの活用や統廃合による削減等で達成しているが、頭

打ちになっているところがある。2030 年度と 2050 年度の目標達成に向

けては、悩みどころと考えている。 

 脱炭素に向けて 2030 年度までの計画は策定しているが、2050 年度まで

の計画は策定していない。週休二日制を採用しているため、太陽光発電

の 2日分の売電を考えたいが、電力会社との許認可の問題があり、採算

が取れず諦めている。地元に貢献したいという思いはあるが、実際には

難しいところがある。市には制度的な調整を政府に向けて発信いただき

たい。 

 太陽光パネルの設置を検討しているところであるが、売電や建屋の屋根

の強度について課題があると考えている。太陽光発電の導入以外に環境

対策を目的とした投資という情報を得ているが、参加されている事業者

の中で実際に投資を行っている事例があるのかご教授いただきたい。 

⇒環境部門で予算取りを行い対応している。ただし、受理されない場合

もある。 

⇒親会社と子会社の関係から、会社の制度的な部分を変えることは難し

いと考えている。 

⇒計画素案の取組の中で、推奨される取組が示されているが、市民や事



業者が取組を進めやすくなるよう、補助制度などの仕組があるとよ

い。

現在の施設は 15年目を迎えており、更新時期となっている。ガス及びボ

イラー部分の温室効果ガス排出量の削減を目標にしている。また、生産

ラインの省エネルギーを行うことで目標達成を目指したいと考える。


